
 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
「雨にもまけず」（上田桑鳩の作品） 

                                 校長 中村 厚志 

  

右の扁額が本校の体育館に飾られているのをご存知でしょうか。 

去る９月に、北見市在住で、郷土史研究をされている本校の卒業

生より、「体育館に飾られている扁額を確認させてほしい」との連絡

がありました。聞くところによりますと、この扁額は、「上田桑鳩（そう

きゅう）」という書道家の作品である可能性があるというので

す。 

上田桑鳩とは、書に知識のある方でなければピンとこないと思われます。私は存じ上げませんでしたが、

その卒業生からお伺いしたところ、一番身近なところで言えば「日本経済新聞」の題字を揮毫された方な

のだそうです。明治32年、兵庫県に生まれ、昭和4年に「現代書道の父」とされる比田井天来に入門。造形

としての書「前衛書道」（墨象とも呼ばれる）の先駆者として活躍し、日展や毎日展の審査員を歴任したほ

か、文部大臣賞を受賞し、昭和43年に満69歳で死去している書道家です。 

経緯は不明ですが、上田桑鳩の作品がオホーツク管内のいくつかの学校にあるそうです。「校舎改築を

記念して」「来校に際して」と記録に残っていて、多くは昭和35年前後の作品と見られています。本校の開

校６０周年記念のアルバム（昭和３５年）の中に、この扁額の写真が掲載されています。 

後日、確認に見えられた卒業生は、「上田桑鳩の作品に間違いない」とおっしゃると同時に、貴重な文化

財であってもその由来が正しく伝承されなければ忘れ去られ、葬られてしまう恐れがあるということを危惧

されていました。貴重な作品であり、できるだけ多くの皆様に知っていただきたく、この学校だよりで紹介い

たしました。お含みおきいただければ幸いです。 

 

中庭の改修整備作業 ありがとうございました 

１２日（日）、美幌小学校区コミュニティスクール運営委員会のみ

なさんが中心となって、校舎中庭にある花壇の撤去作業を行ってい

ただきました。花壇をかたどっているレンガに亀裂が入ってきて、危

険であることが主な理由です。 

大型の重機を入れることができず人手が必要なため、関係者に

お声がけをしたところ、休日、そして寒さ厳しい中、委員、保護者や

児童、教職員など２０名以上が集まってくださいました。 

３時間以上をかけ、ミニショベルで花壇のレンガを崩し、土や破砕

したレンガをねこ車など人力で運び出し、中庭を平地化しました。この後、防草シートを敷き、来年度、その

上に人工芝を敷く構想になっています。 

  今後、この中庭をミニイベントや学習活動に有効に活用していければと考えています。ご協力いただきま

した皆様、大変ありがとうございました。 

学校だより     
  

     

           

          

                              

 

かしわの葉 
〒092-0062網走郡美幌町西２条北４丁目１番地 TEL 0152-73-2019 受付時間 7:40～17:00(通常時) 

美幌町立美幌小学校 第９号 

◇やりとおす  ◇かんがえる 
◇つたえあい  ◇ふれあい   
◇みとめあい 
令和５年１１月２４日 発行        
文責 校長 中村 厚志 

   

【学校教育目標】 
できること いっぱい みつけよう 

自立する柏っ子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★生活目標★ 

◆チャイムを守って行動しよう。 

◆廊下は右側を歩こう。 

 

日 曜 行事予定 

1 金 職員会議（午前授業） 

2 土  

3 日  

4 月 校内作品展（１年・～13日まで） 

5 火  

6 水 スクールカウンセラー来校 

7 木  

8 金 自由参観日（４～６年） 

9 土  

10 日  

11 月 
自由参観日（１～３年） 

図書返本週間（～15日まで） 

12 火 教育相談会 

13 水 
特別区域大掃除（～22日まで） 

柏クリスマス会 

14 木  

15 金 研修日 

16 土  

17 日  

18 月 冬休み図書貸出（～22日まで） 

19 火  

20 水  

21 木 スクールカウンセラー来校 

22 金 学期末事務（１～３年：４時間授業） 

23 土  

24 日  

25 月 
２学期終業式（午前授業） 大掃除 

ことばの教室休級 

26 火 
冬季休業開始（～1/18まで） 

冬季学習サポート 

27 水 冬季学習サポート 

28 木  

29 金 学校閉庁日 

30 土 学校閉庁日 

31 日 学校閉庁日 
 

 
 

①１２月 ６日（水） ８：２０～１２：００ 

 １３：００～１５：２０ 

②１２月２１日（木） １０：００～１２：００ 

１３：００～１７：００ 
 

※場所は１階会議室（１年生教室奥）になります。 

※保護者の方が利用する場合には、事前に学校まで

連絡をお願いします。（７３－２０１９ 担当：教頭尾中） 

※時間が重なった場合は、先に連絡があった方を優

先します。 

※１２月以降の予定は決まり次第お知らせします。 

 

 
 

学校の「かしわの木」は、推定樹齢２２０年以上と

言われ、美幌町文化財に指定されています。博物

館が中心となって管理していますが、毎年、秋に

なると多くの葉を落とすため、学習活動の一環と

してグラウンドの落ち葉拾いを行っています。今年

度は１１/２に実施予定でしたが、悪天候のため翌週

に延期となり、学年ごとの 

実施となりました。２年生

が取り組んだ日は、美幌北

中の２年生が職場体験学

習で来校していた日のた

め、一緒に活動しました。 

 

 
今年度も、子どもたちが「わかる喜び」や「でき

る楽しさ」を味わえる授業づくりを目指し、校内研

修を積み重ねているところですが、１１月２２日には

町内外の学校から講師や先生方を招き、研究授業

を行いました。１年生の算数の授業を全員で見た

り、授業後に意見交流したりすることで、研修を深

めました。今後も、子どもたちの学びが充実するよ

う、我々教員も学び続けていきます。 

 
今年も網走川土地改良区の方々にお手伝いい

ただきながら、５年生の総合的な学習の時間の取

組として稲作学習を行いました。春の田植えや秋

の稲刈りの体験学習を行ったり、図書やインター

ネットを活用して様々な視点から日本人の主食で

ある「米」について調べてみたりすることで、社会

科で学習した農業についての知識や理解を深め

ました。収穫した稲は、乾燥させた後、脱穀や精米

していただき、右のような 

クラス写真が付いた素敵

な袋に詰めたものが学校

に届き、子どもたちはとて

も喜んでいました。 

 

 

 
美幌小・東陽小合同バンドは、１１/１８に大阪城ホ

ールで開催された全日本吹奏楽フェスティバルに

出場しました。広い会場と大勢の 

観客を前にして、とても緊張し

た様子の子どもたちでしたが、

これまで積み重ねてきた練習

の成果を存分に発揮し、素晴ら

しい演奏を披露した結果、見事

に金賞を受賞しました。  


